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は
じ
め
に

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｍ
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
と
ウ
ィ
ル
・
キ
ム
リ
ッ
カ
（W

illiam
 

M
. Sullivan &

 W
ill Kym

licka

）
は
、
彼
ら
の
編
書
で
あ
る
『
倫
理
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化）

2
（

』（
二
〇
〇
七
）
の
中
で
、
私
た
ち
が
比
較
哲
学
の
実
践

に
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
世
界
人
権
宣
言
（
一
九
四
八
）

の
後
、
そ
れ
に
反
発
・
抵
抗
す
る
宣
言
が
、
例
え
ば
イ
ス
ラ
ム
教
（
一
九

八
一
、
一
九
九
〇
）
や
儒
教
（
一
九
九
三
、
一
九
九
八
）
か
ら
提
出
さ
れ

た
こ
と）

3
（

を
考
え
る
と
、
世
界
的
な
秩
序
の
形
成
に
は
異
な
る
倫
理
的
伝
統

や
宗
教
的
伝
統
の
間
の
対
話
が
必
要
で
あ
る
一
方
で
、
そ
う
し
た
対
話
を

持
つ
こ
と
の
困
難
さ
が
わ
か
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
比
較
哲
学
と
比
較
倫

理
学
に
お
け
る
「
比
較
」
は
、
単
に
学
問
的
な
意
義
だ
け
で
な
く
、
ま
た

実
践
的
、
及
び
政
治
的
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
自
由
主
義
、
キ
リ
ス
ト

教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
儒
教
、
仏
教
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
及
び
他
の
新
旧
の

宗
教
や
主
義
主
張
の
倫
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
比
較
す
れ
ば
、
異
文
化
対

話
を
深
め
る
た
め
の
道
筋
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
比
較
倫
理
学
が
も
た
ら
す
倫
理
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ

て
、
異
文
化
に
対
す
る
新
た
な
見
方
が
生
ま
れ
、
国
際
的
な
学
び
が
可
能

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
比
較
倫
理
学
は
世
界
平
和
の
た
め
に

も
不
可
欠
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
比
較
哲
学
の
実
践
的
な
課
題
に
応
じ
て
、
本
論
は
、
和

辻
哲
郎
の
『
倫
理
学
』
と
そ
れ
に
関
連
す
る
著
作
を
検
討
し
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
倫
理
学
」
に
繫
が
る
論
点
を
明
確
に
取
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

　
和
辻
哲
郎
（
一
八
八
九
│
一
九
六
〇
）
は
、『
人
間
の
学
と
し
て
の
倫

理
学
』（
一
九
三
四
）、『
風
土
│
人
間
学
的
考
察
』（
一
九
三
五
）、『
倫
理

学
』
上
中
下
巻
（
一
九
三
七
、
一
九
四
二
、
一
九
四
九
）、『
日
本
倫
理
思

想
史
』（
一
九
五
二
）
な
ど
の
著
作
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
倫
理
学
者
で

〈
研
究
論
文
２
〉

セ
ビ
リ
ア
・
ア
ン
ト
ン
　

　
和
辻
哲
郎
の
グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
学
に
お
け
る
倫
理
的
な
普
遍
性
と
特
殊
性）

1
（ 
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た
い
。

一
　
先
行
研
究

　
英
語
圏
に
お
い
て
、
和
辻
の
理
論
は
倫
理
学
、
政
治
哲
学
、
環
境
哲
学

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
に
し
ば
し
ば
適
用
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
和
辻
の
理
論
を
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
学
」
の
問
題
（
本
論
で
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
国
際
的
、
超
国
家
的
―
国
家
を
超
え
る
―
人

間
関
係
の
規
範
的
研
究
を
指
す
も
の
と
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
学
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
る
）
に
適
用
し
た
事
例
は
、
こ
れ
ま
で
二
つ
し
か
な

い
。
一
つ
目
は
、
比
較
哲
学
者
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ゴ
ト
ウ
・
ジ
ョ
ー
ン

ズ
（Christopher G

oto-Jones

　
ラ
イ
デ
ン
大
学
）
の
論
文
に
お
い
て

で
あ
る
。
彼
は
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
関
係
に
お
け
る
人
間
（
イ
ン

タ
ー
・
マ
ン
）
お
よ
び
『
イ
ン
タ
ー
』
な
も
の
―
和
辻
哲
郎
と
間
柄
の
倫

理
学
）
5
（

」（
二
〇
〇
三
）
と
い
う
論
文
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
倫
理
学
的
諸
問

題
の
解
決
策
と
し
て
、
和
辻
の
理
論
を
用
い
た
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
、
彼
の

論
文
の
中
で
「
人
間
」
を
「Interm

an

」
と
訳
し
）
6
（

、
こ
の
概
念
が
国
際
関

係
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
で
あ
る
と
論
じ
た
。

　
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
三
つ
の
点
に
着
目
し
て
い
る
。
第
一
に
、
和
辻
の
人
間

論
が
、
閉
鎖
的
で
利
己
的
な
個
人
と
い
う
考
え
か
ら
出
発
す
る
近
代
思
想

を
批
判
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
個
人
主
義
を
ベ
ー
ス
に
社
会
が
構
築
さ
れ

る
と
、
必
然
的
に
利
益
追
求
型
の
社
会
に
な
り
、
利
己
的
な
者
同
士
の
契

約
し
か
存
在
し
な
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
国
家
も
利
己
的
で
し
か
な
く
な

り
、
本
来
倫
理
的
で
あ
る
べ
き
国
際
関
係
す
ら
も
不
可
能
に
な
る）

7
（

。
第
二

あ
り
、
日
本
思
想
史
家
、
文
化
史
家
で
も
あ
る
。
日
本
国
外
に
お
い
て
、

和
辻
は
日
本
的
な
哲
学
・
倫
理
学
を
構
築
し
た
哲
学
者
・
倫
理
学
者
と
し

て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
近
年
、
和
辻
の
倫
理
学
を
日
本
国
内
の

問
題
だ
け
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
の
問
題
に
も
応
用
し
よ
う
と

す
る
試
み
が
い
く
つ
か
な
さ
れ
て
い
る）

4
（

。
こ
こ
に
こ
そ
、
和
辻
を
日
本
の

倫
理
学
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
哲
学
者
・
倫
理
学
者
と

し
て
再
び
捉
え
る
こ
と
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
哲
学

0

0

0

0

0

0

0

0

者0

・
倫
理
学
者

0

0

0

0

と
し
て
の
和
辻
か
ら
、
倫
理
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
、
文
化
的

な
差
異
、
批
判
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題

な
ど
を
再
検
討
す
る
た
め
の
重
要
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
論
で
は
、
ま
ず
和
辻
の
倫
理
学
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
脈
に
応
用
し
た

二
つ
の
実
例
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
補
う
た
め
、
和

辻
倫
理
学
の
原
文
を
広
く
分
析
し
、
そ
の
道
徳
的
な
普
遍
主
義
と
相
対
主

義
の
ジ
レ
ン
マ
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。
こ
の
ジ
レ
ン
マ
に
対
す
る
和
辻

自
身
の
解
決
策
と
し
て
「
内
容
に
よ
る
」
倫
理
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は

異
な
る
、
独
特
な
「
構
造
に
よ
る
」
倫
理
学
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
和

辻
が
道
徳
の
普
遍
性
と
特
殊
性
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
次
い
で
、『
倫
理
学
』
下
巻
を
考
察
し
、
そ
こ

に
お
い
て
間
人
的
倫
理
学
の
世
界
史
的
、
国
際
社
会
的
実
現
が
い
か
に
描

か
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
こ
で
は
、
国
際
関
係
を
「
信
頼
関

係
」
と
し
て
再
考
し
、
こ
の
関
係
を
可
能
に
す
る
政
治
的
・
経
済
的
・
文

化
的
な
構
造
が
い
か
な
る
も
の
か
が
検
討
さ
れ
る
。
最
後
に
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
倫
理
学
と
し
て
の
和
辻
倫
理
学
の
限
界
と
可
能
性
に
つ
い
て
評
価
し



83 │ 和辻哲郎のグローバル倫理学における倫理的な普遍性と特殊性

り
、
自
身
の
解
釈
を
提
示
し
た
。
彼
は
ま
ず
、
和
辻
を
イ
ギ
リ
ス
の
社
会

学
者
ジ
ェ
ラ
ー
ド
・
デ
ラ
ン
テ
ィ
と
比
較
し
て
い
る
。
両
者
は
「
間
柄
的
・

社
会
的
存
在
論
」
を
唱
え
て
い
る
が
、
和
辻
は
デ
ラ
ン
テ
ィ
と
は
異
な
り
、

自
律
し
た
個
人
か
ら
は
出
発
せ
ず
、
身
体
性
と
風
土
性
を
強
調
し
た
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
異
質
的
な
人
間
の
諸
空
間
に
お
い
て
近
代
が
拡
大
す
る

中
、
そ
の
近
代
の
内
部
で
「
差
異
」
が
い
か
に
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
か
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
次
に
、
マ
ー
フ
ィ
ー
は
和
辻
を
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の
記
号
学
者
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ミ
ニ
ョ
ー
ロ
と
比
較
す
る
。

ミ
ニ
ョ
ー
ロ
は
和
辻
と
同
様
に
、
近
代
に
お
け
る
他
者
性
と
差
異
を
強
調

し
、「
批
判
的
世
界
主
義
」
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
マ
ー
フ
ィ

ー
は
、
和
辻
に
よ
る
具
体
的
・
異
質
的
な
時
空
間
の
ア
イ
デ
ア
は
、
ミ
ニ

ョ
ー
ロ
の
そ
れ
に
比
べ
て
、
共
同
体
を
動
的
に
見
る
こ
と
を
可
能
に
す
る

と
論
じ
た
。
最
後
に
、
マ
ー
フ
ィ
ー
は
和
辻
を
社
会
哲
学
者
、
政
治
哲
学

者
の
キ
ア
ラ
・
ボ
ッ
テ
ィ
ー
チ
と
比
較
し
た
。
和
辻
は
直
接
「
想
像
力
」

に
つ
い
て
論
じ
な
か
っ
た
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、
両
者
は
個
人
の
想
像
力
と

共
同
体
の
想
像
力
を
統
一
す
る
も
の
と
し
て
の
「
想
像
力
」
の
ア
イ
デ
ア

を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、「
身
体
的
に
想
像
的
な
も
のbodily 

im
aginal

」、
す
な
わ
ち
空
間
に
お
け
る
身
体
的
連
関
を
経
由
す
る
「
人0

間0

の
想
像
力
」
の
観
念
を
示
唆
す
る
点
に
お
い
て
、
和
辻
の
ほ
う
が
現
実

的
で
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
見
る
よ
う
に
、
マ
ー
フ
ィ
ー
は
人
間
存
在
の
構
造
に
お
け
る
客

体
的
契
機
、
す
な
わ
ち
身
体
性
と
風
土
性
を
強
調
し
た
。
こ
の
契
機
は
、

和
辻
の
間
柄
的
存
在
論
と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
、
文
化
的
な
差
異

に
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
和
辻
の
人
間
論
を
、
普
遍
的
な
道
徳
論
と
し
て
論
じ

つ
つ
も
、
そ
こ
に
は
文
化
的
・
歴
史
的
な
背
景
を
持
つ
特
殊
な
道
徳
観
も

含
ま
れ
て
い
る
と
見
て
い
る）

8
（

。
第
三
に
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
理
解
で
は
、〈
個

別
性
と
全
体
性
の
弁
証
法
〉
は
、
家
族
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
ま
で
、

人
間
存
在
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
、
継
ぎ
目
な
く
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
個
別
性
（
国
家
の
特
殊
性
）
と
全
体
性
（
国
際
協
力
）

の
両
方
を
保
証
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
る）

9
（

。
こ
の
三
つ
の
論
点
を
合
わ

せ
る
と
、「
非
利
己
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
」
の
像
が
浮
か
び
上
が
り
、

そ
こ
に
お
い
て
文
化
的
な
差
異
は
全
体
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
る

も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
以
下
の
よ
う
に
結
論
付
け

る
。

和
辻
哲
郎
に
よ
っ
て
明
確
化
さ
れ
た
間
柄
の
倫
理
学
は
、
本
質
化
さ

れ
た
『
西
洋
的
』
な
政
治
や
国
際
関
係
の
思
想
的
伝
統
に
対
す
る
、

興
味
深
く
、
且
つ
力
強
い
批
判
を
提
供
す
る
。
彼
の
倫
理
学
が
示
唆

す
る
の
は
、
ま
さ
に
、『
西
洋
』
は
国
際

0

0

に
全
く
関
心
が
な
く
、
た

だ
国
民

0

0

の
超
越
と
拡
大
す
る
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る）

10
（

。

　
二
つ
目
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
マ
ー
フ
ィ
ー
（M

ichael M
urphy

　
ロ
ン

ド
ン
大
学
）
の
論
文
、「
和
辻
哲
郎
の
批
判
的
な
世
界
主
義
）
11
（

」
で
あ
る
。

ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
同
様
に
、
マ
ー
フ
ィ
ー
は
和
辻
の
「
間
柄
的
存
在
論
」
に

着
目
し
、「
複
数
的
か
つ
異
質
な
時
│
空
間
に
わ
た
るplural and 

hetero-spatial-tem
poral

」
グ
ロ
ー
バ
ル
な
秩
序
を
理
論
化
し
よ
う
と

し
た
。
彼
は
論
文
の
中
で
、
和
辻
を
三
人
の
学
者
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
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仮
説
に
は
や
や
一
般
的
な
も
の
も
あ
る
が
、
他
の
仮
説
は
倫
理
的
な
問
題

に
密
接
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
和
辻
は
ア
ジ
ア
の
諸
国
民
は

農
業
的
で
、
家
族
中
心
的
で
あ
る
た
め
、
個
人
性
と
社
会
性
に
富
ん
だ
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
と
同
様
に
民
主
主
義
を
実
現
す
る
の
は
難
し
い
と
嘆
い
た）

12
（

。

　『
風
土
』
は
、
人
の
生
活
様
式
が
、
自
然
の
は
た
ら
き
や
人
間
の
解
釈

の
仕
方
、
そ
し
て
偶
然
の
出
来
事
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
る
と

い
う
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
、『
倫
理
学
』
の
上
巻
は
ま
っ
た
く
違
う

印
象
を
与
え
る
。
和
辻
は
『
倫
理
学
』
上
巻
に
お
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
同
様
に
、
人
間
の
生
き
方
を
決
め
る
体
系
的
・

倫
理
的
な
原
則
を
打
ち
立
て
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
彼
は
、
人
間
存
在
の

否
定
的
二
重
構
造
や
、
そ
の
背
後
に
あ
る
空
の
理
法
（
こ
の
二
つ
の
鍵
概

念
に
つ
い
て
、
後
ほ
ど
説
明
を
加
え
る
）、
そ
し
て
そ
の
発
展
の
場
と
し

て
の
時
間
と
空
間
な
ど
を
語
る
際
の
議
論
を
、
日
本
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
に

限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
条
件
に
つ
い
て
広
く
論
じ
て

い
る
。
彼
の
議
論
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
十
戒
と
仏
教
の
戒
律
の
比
較
か
ら

も
確
証
づ
け
ら
れ
る
。
引
用
を
見
て
み
よ
う
。

以
上
の
ご
と
く
見
れ
ば
、
時
と
処
と
に
よ
っ
て
善
悪
の
標
準
が
異
な

る
と
い
う
見
解
は
、
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
。
異
な
っ
て
い
る
の
は

信
頼
関
係
の
範
囲
や
そ
の
表
現
の
仕
方
で
あ
っ
て
、
信
頼
に
こ
た
え

る
の
が
善
で
あ
り
信
頼
を
裏
切
る
の
が
悪
で
あ
る
と
い
う
原
理
に
そ

の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
原
理
は
最
も
原
始
的
な
社
会
か
ら
最
も
開

化
せ
る
社
会
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る）

13
（

。

　
私
た
ち
は
い
か
に
し
て
、『
風
土
』
に
お
け
る
文
化
的
多
様
性
と
『
倫

及
び
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
あ
り
方
を
認
め
る
よ
う
な
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
の
観
点
を
可
能
に
す
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、

特
殊
性
は
周
囲
に
同
化
吸
収
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
特
有
の
あ
り
方

を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
も
マ
ー
フ
ィ
ー

も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
尺
度
に
お
け
る
統
一
性
と
特
殊
性
の
止
揚
と
し
て
、

和
辻
の
倫
理
学
を
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
　
道
徳
的
普
遍
主
義
と
相
対
主
義

　
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
マ
ー
フ
ィ
ー
は
、
和
辻
の
理
論
を
今
日
的
な
問
題
に
応

用
す
る
こ
と
を
試
み
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
非
常
に
興
味
深
い
。
し

か
し
、
筆
者
は
、
さ
ら
な
る
分
析
や
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ

ま
り
、
和
辻
の
「
比
較
思
想
論
」
と
「
グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
」
の
理
論
的
な

土
台
と
し
て
働
い
て
い
る
、
倫
理
的
な
普
遍
性
と
特
殊
性
に
つ
い
て
の
考

え
方
を
も
う
少
し
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
和
辻
の
『
倫
理
学
』

下
巻
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
和
辻
は
こ
の
巻

に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
理
念
を
具
体
的
に
叙
述
し
て
い
る
た
め
、

こ
れ
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　『
風
土
』
を
読
む
と
、
文
化
的
特
殊
性
に
対
す
る
和
辻
の
鋭
い
洞
察
力

に
心
を
打
た
れ
る
。
和
辻
は
風
土
と
歴
史
、
あ
る
い
は
客
体
性
と
主
体
性

の
相
互
関
係
を
通
じ
て
、
人
間
の
生
活
様
式
の
多
様
性
を
説
明
す
る
。
彼

の
文
化
類
型
論
（
モ
ン
ス
ー
ン
型
、
沙
漠
型
、
牧
場
型
）
は
単
純
に
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
の
主
体
的
な
あ
り
方
は
、
環
境
と
の
相
互
作

用
の
歴
史
か
ら
影
響
を
う
け
る
と
い
う
彼
の
主
張
は
確
か
で
あ
る
。
彼
の
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る
も
の
）
と
有
限
的
全
体
性
（
国
民
国
家
）
を
二
項
対
立
と
し
て
み
な
す

考
え
方
に
由
来
す
る
。
和
辻
は
仏
教
を
参
考
に
し
て
、
絶
対
的
全
体
性
は

有
限
的
な
全
体
性
（
家
族
・
村
・
国
家
な
ど
）
に
お
い
て
の
み
実
現
・
表

現
さ
れ
る
と
い
う
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。
こ
の
モ
デ
ル
か
ら
す
れ
ば
、
特

殊
な
道
徳
は
初
め
て
有
意
義
な
も
の
と
な
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
空
の
原

理
の
表
現
と
し
て
相
対
化
さ
れ
る）

16
（

。

　
以
上
の
よ
う
に
、
和
辻
は
道
徳
的
普
遍
性
と
多
様
性
の
理
論
を
提
供
す

る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
マ
ー
フ
ィ
ー
の
主
張
を
支
持
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
和
辻
の
理
論
か
ら
重
要
な
点
を
二
点
に
ま
と
め

た
い
。
ま
ず
道
徳
的
普
遍
性
が
構
造
的

0

0

0

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

17
（

。
人

間
存
在
の
構
造
は
普
遍
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
倫
理
学
も
ま
た
普
遍
的
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
和
辻
は
、
こ
の
構
造
的
な
普
遍
性
を
「
空
の
否
定

的
二
重
構
造
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
二
重
構
造
に
は
「
個
別
性
と
全
体

性
」
及
び
「
主
体
性
と
客
体
性
」
の
矛
盾
的
同
一
が
含
ま
れ
る）

18
（

。
そ
し
て

倫
理
学
は
「
信
頼
に
応
え
る
誠
実
さ
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
の
「
誠
実

さ
」
は
否
定
的
二
重
構
造
を
実
現
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
人
間
存
在
は
「
本

来
的eigentlich

」
に
な
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
人
間
存
在
の
普
遍
的
な
構
造
に
は
「
客
体
性
」
が
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
必
然
的
に
歴
史
的
か
つ
風
土
的
な
特
殊
性

0

0

0

を
帯
び
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
客
体
的
な
媒
介
が
個
別
性
と
全
体
性
の
相
互
否
定
を

媒
介
し
、
住
宅
（
建
築
）、
市
町
村
（
道
路
、
公
園
な
ど
）、
風
土
な
ど
が

普
遍
的
な
構
造
の
実
現
（
構
造
か
ら
内
容
へ
の
発
展
）
を
形
成
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
個
別
性
と
全
体
性
の
相
互
否
定
は
空
間
と
時
間
に
よ
っ
て
さ

理
学
』
に
お
け
る
普
遍
的
理
論
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ

の
答
え
は
、
国
民
道
徳
論
に
つ
い
て
の
和
辻
の
著
作
に
お
い
て
最
も
明
快

に
書
か
れ
て
い
る
。「
国
民
道
徳
論
」（
一
九
三
二
）
で
は
、
道
徳
の
理
論

的
研
究
と
そ
の
歴
史
的
（
特
殊
的
）
研
究
が
区
別
さ
れ
る
。
和
辻
は
、
道

徳
の
現
れ
は
確
か
に
特
殊
的
で
あ
る
が
た
め
、
一
つ
の
社
会
の
道
徳
観
を

他
の
社
会
、
あ
る
い
は
他
の
時
代
に
直
接
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
述
べ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
道
徳
を
完
全
に
切
り

離
さ
れ
た
相
対
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
和
辻
に
よ
れ
ば
、

真
に
道
徳
的
な
社
会
は
、
あ
る
構
造
的
な
要
求
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
要
求
と
は
、
個
別
性
と
全
体
性
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
、
媒
介
物

の
共
有
を
通
じ
て
人
倫
組
織
を
形
成
す
る
こ
と
、
そ
し
て
組
織
の
機
能
的

多
様
性
が
存
在
し
て
い
る
一
方
で
、
国
家
の
統
一
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
な
ど
で
あ
る）

14
（

。
し
た
が
っ
て
、
特
殊
な
も
の
は
普
遍
化
さ
れ
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

普
遍
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
も
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
む
し
ろ
、「
普
遍
は
特
殊
に
お

い
て
の
み
お
の
れ
を
現
し
、
特
殊
は
普
遍
の
実
現
と
し
て
の
み
特
殊
で
あ

る
）
15
（

」。
　
以
上
の
考
え
方
は
、
も
う
一
つ
の
論
文
、「
普
遍
的
道
徳
と
国
民
的
道

徳
」（
一
九
三
八
）
に
お
い
て
よ
り
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
和

辻
は
国
民
の
道
徳
（
例
え
ば
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ポ
リ
ス
を
中
心
と
す
る

徳
の
倫
理
学
）
と
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
普
遍
道
徳
（
例
え
ば
、
ス
ト
ア
派

と
キ
リ
ス
ト
教
の
倫
理
学
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
両
者
は
現
在
の
グ
ロ
ー
バ

ル
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
の
先
駆
者
で
あ
る
）
の
も
っ
と
も
ら
し
い
対
立
を

嘆
い
た
。
和
辻
に
よ
れ
ば
、
そ
の
対
立
は
、
絶
対
的
全
体
性
（
普
遍
的
な
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て
理
解
し
て
い
る
。
キ
ム
リ
ッ
カ
は
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
「
二
段
階
モ
デ

ル
」
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
第
三
の
選
択
肢
は
グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
を
二
段
階
の
現
象

と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
。
一
段
階
目
に
は
自
立
し
た
国
際
的

な
デ
ィ
ス
ク
ル
ス
が
あ
る
（
例
え
ば
人
権
）。
そ
こ
で
は
、
誰
も
が

納
得
す
る
最
小
限
の
基
準
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。
二
段
階
目
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
倫
理
的
伝
統
が
あ
る
。
各
々
の
伝
統
に
は
、
人
権
以
上

に
、ま
た
人
権
以
外
に
必
要
な
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
さ
れ
て
い
る）

19
（

。

　
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
お
そ
ら
く
、
世
界
宗
教
会
議
に
お
け
る
、
ハ
ン

ス
・
キ
ュ
ン
グ
のW

eltethos

論
に
お
い
て
取
ら
れ
た
も
の
と
同
様
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
「
二
段
階
の
モ
デ
ル
」
は
リ
ベ
ラ
ル
で
世
俗
的
な
区

別
、
す
な
わ
ち
正
（
政
治
）
と
善
（
道
徳
）
の
倫
理
観
の
区
別
を
前
提
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
道
徳
的
完
全
主
義

（M
oral Perfectionism

）
が
排
除
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か）

20
（

。

　
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
和
辻
は
独
特
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
と
言

え
る
。
彼
が
重
点
を
置
く
の
は
、「
最
小
限
な
内
容
」
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
規
範
と
徳
目
を
含
む
構
造

0

0

で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
モ
デ
ル
か
ら

「
多
様
性
を
持
つ
完
全
主
義
」（Plural perfectionism

）
が
可
能
に
な
る

と
主
張
し
た
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
自
由
主
義
の
「
複
数
性
に
対
す
る
寛
容
」

と
完
全
主
義
に
あ
る
「
道
徳
的
な
関
わ
り
」
を
両
立
さ
せ
る
方
法
を
提
示

で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
に
、
効
果
的
な
比
較
倫
理
学
論
の
条
件
と
し
て
、
倫
理
的
な
「
差

異
」
の
把
握
が
不
可
欠
で
あ
る
。「
二
段
階
モ
デ
ル
」
は
複
数
の
コ
ン
テ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
こ
の
倫
理
的
差
異
の
理
論
に
よ
っ
て
、
和
辻
は
文
化
の

多
様
性
を
理
解
し
、
こ
れ
を
人
倫
的
な
道
の
実
現
に
必
然
的
か
つ
貢
献
的

な
要
素
と
し
て
高
く
評
価
し
た
。
マ
ー
フ
ィ
ー
が
指
摘
し
た
和
辻
の
「
異

質
性
」
と
「
身
体
性
」
は
こ
の
理
論
に
基
礎
付
け
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
和
辻
の
「
道
徳
的
多
様
性
」
は
あ
ら
ゆ
る

0

0

0

0

倫
理
学
を
無
条
件

に
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
生
活
様
式
が
共
同
体
を
無
視
し
、

個
人
の
み
を
尊
重
す
れ
ば
（
あ
る
い
は
逆
に
共
同
体
の
み
を
重
ん
じ
、
個

人
を
軽
視
す
れ
ば
）、
そ
れ
は
「
倫
理
的
」
な
生
活
様
式
と
呼
ぶ
こ
と
は

で
き
な
い
と
和
辻
は
論
じ
る
。
つ
ま
り
、
和
辻
の
思
想
に
は
異
文
化
批
判

0

0

の
要
素
も
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
文
化
が
個
別
性
と
全
体
性
を
実
現
す
る
た
め

の
独
自
の
倫
理
学
的
方
法
を
持
っ
て
い
る
に
せ
よ
、
そ
の
ど
ち
ら
か
一
方

に
偏
っ
て
い
る
（
人
間
存
在
の
二
重
構
造
を
実
現
さ
せ
な
い
）
文
化
を
直

接
的
に
、
あ
る
い
は
間
接
的
に
批
判
す
る
こ
と
も
ま
た
、
和
辻
の
倫
理
学

に
お
い
て
は
可
能
な
の
で
あ
る
。

三
　
比
較
倫
理
学
と
対
話
へ
の
含
蓄

　
和
辻
の
理
論
は
、
比
較
倫
理
学
、
及
び
さ
ま
ざ
ま
な
あ
り
方
を
し
た
倫

理
の
間
の
対
話
（inter-ethical dialogue

）
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
も

意
義
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
、
和
辻
の
理
論
を
サ
リ
ヴ
ァ
ン
と
キ

ム
リ
ッ
カ
の
理
論
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
。
ま
ず

「
倫
理
」
と
い
う
共
通
認
識
が
な
け
れ
ば
、
比
較
も
対
話
も
で
き
な
い
。

キ
ム
リ
ッ
カ
は
、『
倫
理
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
』
に
お
い
て
こ
れ
を
「
最
小

限
の
共
通
認
識
」
と
呼
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
に
共
通
す
る
ル
ー
ル
と
し
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和
辻
は
『
倫
理
学
』
下
巻
に
お
い
て
、
徹
底
的
に
間
柄
的
な
国
際
関
係

論
を
論
じ
て
い
る
。
彼
が
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
、
国
民
が
自
分
の
国
民

性
を
自
覚
す
る
に
は
、
他
国
民
と
の
関
わ
り
合
い
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る）

21
（

。
そ
の
関
わ
り
合
い
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化

は
自
国
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
気
付
き
、
そ
こ
を
出
発
点
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
何

に
貢
献
で
き
る
か
を
初
め
て
知
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
他
の
国
民
と
関

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
文
化
の
欠
点
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
例

え
ば
和
辻
は
、
日
本
は
西
洋
の
強
い
個
人
性
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
論
じ

る
。
こ
の
よ
う
な
国
民
の
間
柄
的
な
自
覚
は
、
人
類
の
統
一
の
理
念
を
可

能
に
す
る
。

類
が
民
族
や
国
家
の
区
別
な
く
一
つ
の
共
同
体

0

0

0

0

0

0

を
形
成
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
人
間
存
在
の
理
法
を
人
類
的
に
実
現
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

理
念
が
、
歴
史
的
に
生
み
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
が
人
類
の
統

0

0

0

0

一
の
理
念

0

0

0

0

で
あ
る
。
こ
の
理
念
に
お
い
て
人
類
は
お
の
れ
の
本
質

を
、
す
な
わ
ち
同
じ
人
間
存
在
の
理
法
が
人
類
を
人
類
た
ら
し
め
て

い
る
こ
と
を
、
自
覚
し
た

0

0

0

0

の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う）

22
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。

　
こ
の
統
一
に
よ
っ
て
、
人
間
が
み
な
同
じ
よ
う
に
な
る
わ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
個
別
性
と
全
体
性
の
二
重
否
定
と
同
様
に
、
個
別
的
な
国

民
は
、
そ
の
独
自
性
が
あ
っ
て
初
め
て
、
調
和
の
と
れ
た
世
界
秩
序
の
一

部
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
四
つ
の
条
件
が

あ
る
と
和
辻
は
言
う
。
第
一
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
国
家
は
、
自
国
で
人

倫
的
統
一
性
と
個
別
性
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
民
国
家
が
、
政
府
間
の
機
関
に
そ
の
主
権
を
あ
る
程
度
譲
ら
な

ク
ス
ト
の
間
に
「
善
」
と
「
道
徳
」
に
関
連
す
る
差
異
が
存
在
す
る
こ
と

を
許
容

0

0

す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
肯
定
的
に
説
明

0

0

0

0

0

0

で
き
る

わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
和
辻
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
差
異
は
必

然
的
に
起
こ
る
だ
け
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
貢
献
を
果
た
す
も
の
で
も
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
差
異
を
認
め
る
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に
評
価

し
、
ま
た
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
和
辻
は
さ
ま

ざ
ま
な
人
間
関
係
の
段
階
を
検
討
し
、
そ
れ
を
媒
介
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
媒

介
物
を
考
慮
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
和
辻
の
理
論
は
宗
教
や
主
義
な
ど
の

伝
統
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
単
位
（
夫
婦
、
家
族
、
会
社
、

国
家
な
ど
）
に
も
応
用
で
き
る
。
い
く
つ
も
の
伝
統
が
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ

ル
に
お
い
て
摩
擦
と
衝
突
を
繰
り
返
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
こ
う
し

た
考
慮
は
極
め
て
高
い
重
要
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
道
徳
的
な
伝
統

の
検
討
に
限
ら
れ
て
い
る
理
論
は
、
こ
の
複
数
の
社
会
の
単
位
、
そ
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
重
複
、
そ
し
て
役
割
緊
張
を
説
明
で
き
な
い
の
で
あ

る
。

四
　『
倫
理
学
』
下
巻
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
学

　
以
上
に
見
た
よ
う
に
、
和
辻
の
理
論
は
、
絶
対
を
有
限
的
な
全
体
の
中

で
表
現
さ
れ
る
も
の
と
見
る
こ
と
で
、
道
徳
普
遍
主
義
と
相
対
主
義
を
調

和
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
和
辻
は
、
普
遍
的
な
倫
理
的
原

理
を
、
相
対
的
か
つ
文
化
的
│
歴
史
的
に
特
殊
な
生
活
様
式
が
表
現
さ
れ

た
も
の
と
し
て
見
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
理
論
は
具
体
的
に
ど
う

実
現
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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政
治
的
・
経
済
的
な
媒
介
物
に
よ
っ
て
、
人
間
ら
し
い
国
際
関
係
、
国
際

的
な
信
頼
感
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
か
。『
倫
理
学
』
中
巻
に
お
い
て
、
和

辻
は
「
友
情
」
に
は
文
化
の
分
か
ち
合
い
が
欠
か
せ
な
い
と
強
調
す
る
。

私
た
ち
人
類
が
分
か
ち
合
い
を
体
感
す
る
た
め
に
は
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

な
文
化
」
が
必
要
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
文
化
は
ど
こ
か
ら
生

ま
れ
る
だ
ろ
う
か
。
和
辻
の
時
代
に
は
ま
だ
な
か
っ
た
も
の
―
グ
ロ
ー
バ

ル
な
観
光
事
業
、
電
気
通
信
、
共
通
の
環
境
問
題
―
を
単
な
る
実
践
的
な

問
題
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
世
界
中
の
つ
な
が
り
と
し
て
再
び
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
和
辻
の
理
論
と
そ
の
展
開
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
の
は
事
実
で

あ
る
。
例
え
ば
、
国
民
国
家
の
中
に
あ
る
異
質
性
、
超
国
民
的
な
現
象
、

そ
し
て
完
全
に
文
化
を
超
越
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
な
ど
は
、
和
辻
の
理

論
に
お
い
て
十
分
に
論
じ
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
戸
坂
潤
や
酒
井

直
樹
に
よ
る
和
辻
批
判
で
も
明
ら
か
で
あ
る）

24
（

。
筆
者
は
博
士
論
文
『
空
の

倫
理
学
を
世
界
の
場
へ
』
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
和
辻
か
ら
多
く
の
示
唆

を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
マ
ー
フ
ィ
ー
に
よ
る
指
摘

や
、
和
辻
自
身
の
文
章
に
も
あ
る
通
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
大
き
な
問

題
で
あ
る
統
一
性
の
確
立
、
及
び
動
的
文
化
的
な
差
異
の
承
認
に
対
し

て
、
和
辻
の
理
論
は
独
特
な
仕
方
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
可
能
性
を
提
示
す

る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
利
己
的
で
は
な
い
」
人
間
観
、
そ
し
て
そ
の

け
れ
ば
、
本
当
の
人
倫
的
な
国
際
組
織
は
成
り
立
た
な
い
。
第
三
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
民
国
家
は
「
世
界
的
経
済
組
織
の
合
理
的
自
覚
的
な
形
成
」

に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
世
界
経
済
は
盲
目
的
な
競

争
で
は
な
く
、
相
互
に
貢
献
す
る
こ
と
の
で
き
る
経
済
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
第
四
に
、
各
々
の
国
家
と
、
国
民
を
ま
た
ぐ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
化

を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
和
辻
は
こ
の
点
に
お
い
て
漠

然
と
し
て
お
り
、「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
」
な
言
語
、
宗
教
、
人
生
観
の
（
不
）

可
能
性
を
描
き
出
す
こ
と
に
留
ま
っ
て
い
る）

23
（

。

　
以
上
の
具
体
的
な
示
唆
か
ら
見
れ
ば
、
現
在
の
状
況
に
は
大
き
な
課
題

が
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
比
較
と
対
話
を
行
う
た
め
に
は
、
文
化
的
伝
統

0

0

0

0

0

の
開
放

0

0

0

、
及
び
異
文
化
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
必
要
で
あ

る
。
自
分
の
伝
統
を
閉
じ
ら
れ
た
、
独
立
し
た
、
絶
対
的
な
も
の
と
し
て

見
る
の
で
な
く
、
そ
の
伝
統
が
他
の
伝
統
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
自

覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
自
分
の
伝
統
を
相
対
化
し
、
そ
れ

を
「
善
」
の
一
つ
の
実
現
で
し
か
な
い
も
の
と
し
て
捉
え
な
お
し
な
が
ら
、

他
の
伝
統
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
る
。
和
辻

は
直
接
に
論
じ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
は
「
文
化
と
国
民
の
間
の
信
頼
関

係
」
が
必
要
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
し
か
し
、
人
権
宣
言
を
推
進
し

よ
う
と
し
た
（
元
帝
国
主
義
の
）
西
洋
の
「
偽
善
」
に
辟
易
し
た
国
々
を

見
れ
ば
、
現
在
の
国
際
情
勢
に
信
頼
関
係
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く

わ
か
る
。
互
い
の
国
に
対
し
て
、
互
い
の
心
を
開
き
、
い
か
に
し
て
信
頼

関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
二
に
、
人
間
関
係
は
「
媒
介
」
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
単
な
る
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